
 

森
林
技
術
部
門

　我が国の森林面積の３割を占める国有林野を管理経営する森林管理局・署等では、林
業の低コスト化や木材利用の促進、森林環境教育、地域と連携した森づくり、獣害対策
や生物多様性の保全など様々な分野において、事業を実行する中で、新たな技術開発や
試験研究にも取り組んでいます。
　その成果を普及するとともに組織全体で共有し、今後の取組につなげていくことを目
的に、去る12月 13日に林野庁において平成28年度国有林野事業業務研究発表会を
開催し、「森林技術」「森林ふれあい」「森林保全」の３部門で計27課題が発表されました。
　今回は、各部門において林野庁長官賞（最優秀賞）を受賞した取組の概要を紹介します。

取 組
国有林野事業の

取 組
国有林野事業の

平
成
28
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

《
取
組
の
背
景
と
経
過
》

　

大
分
森
林
管
理
署
で
は
、
地
方
公
共
団
体
等
の

所
有
す
る
土
地
に
国
が
造
林
し
た
官
行
造
林
地
を

多
く
管
理
し
て
い
ま
す
。
詳
細
な
現
地
確
認
等
の

業
務
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
既
存
の

地
図
よ
り
も
精
度
の
高
い
地
図
デ
ー
タ
を
自
作
し

て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
ハ
ン
デ
ィ
ー
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
使
え
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
①
新
た
な
機
材
の
購
入
は

し
な
い
、
②
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
せ
ず
、

簡
単
に
地
図
を
作
製
で
き
る
こ
と
と
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

⑴
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
に
よ
る
地
図
作
成

　

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
で
あ
る
「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
」

を
使
用
し
、
既
存
の
図
面
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
読

込
み
、
座
標
値
を
与
え
て
地
図
デ
ー
タ
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
ソ
フ
ト
は
、
あ
ら
ゆ
る
紙
の

地
図
を
Ｐ
Ｃ
上
で
扱
え
る
な
ど
、
応
用
が
利
き

簡
単
に
作
業
が
出
来
ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局

大
分
森
林
管
理
署

小
畑
　
暢

民
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
官
行
造
林
事
業
の
取
組

カシミール３D で作成した地図（空中写真に官行造林界を重ねて表示）
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⑶
Ｇ
Ｐ
Ｓ
用
の
地
図
作
成

①	

カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
で
は
、
マ
ッ
プ
カ
ッ
タ
ー

プ
ラ
グ
イ
ン
を
使
用
し
て
ガ
ー
ミ
ン
Ｇ
Ｐ
Ｓ

用
の
地
図
を
作
成
し
ま
す
。

②	

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
は
、G

arm
inC

ustom
M

ap

プ

ラ
グ
イ
ン
を
使
用
す
る
か
、
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で

作
っ
た
画
像
デ
ー
タ
を
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
に

読
み
込
ん
で
位
置
情
報
を
与
え
た
後
、
マ
ッ

プ
カ
ッ
タ
ー
プ
ラ
グ
イ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

③	

ガ
ー
ミ
ン
Ｇ
Ｐ
Ｓ
のC

ustom
M

aps

フ
ォ
ル

ダ
に
、
①
ま
た
は
②
で
作
成
し
た
地
図
デ
ー

タ
（km

z

形
式
）
を
保
存
す
る
と
ガ
ー
ミ
ン

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
地
図
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
取
組
の
結
果
》

　

今
回
、
大
分
県
か
ら
提
供
を
受
け
た
民
有
林

Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
等
を
使
用
し
て
、
精
度
の
高
い

地
図
デ
ー
タ
を
比
較
的
簡
易
に
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
地
図
デ
ー
タ
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
入
れ
現

地
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
行
造
林
地
の

境
界
確
認
や
巡
視
、
契
約
者
等
に
対
す
る
現
地

説
明
、
間
伐
の
区
域
設
定
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
官
行
造
林
地
以
外
の
業
務
に
お
い
て

も
、
地
図
デ
ー
タ
を
自
作
し
て
利
用
す
る
こ
と

は
、
効
率
的
な
業
務
運
営
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
図
自
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
局
管
内
各
署
に
配
布
し
、
勉
強
会
を
行
う
な

ど
積
極
的
に
技
術
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

QGIS で作製した官行造林地図データを国有林 GIS に表示

出力した kmz ファイルを表示して確認

遠望写真とカシバードによる 3D 地図

⑵
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
地
図
作
成

　

さ
ら
に
精
度
を
高
め
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」

を
使
用
し
た
地
図
作
製
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
Ｑ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
は
表
示
で
き
な
い

民
有
林
デ
ー
タ
が
利
用
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

①
契
約
当
時
の
測
量
野
帳
の
座
標
値
を
基
に
作

成
す
る
か
、
②
測
量
図
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
を

取
り
込
み
、
シ
ス
テ
ム
上
で
デ
ジ
タ
ル
加
工
し
、

そ
れ
を
民
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
や
法
務
局
で
取
得

で
き
る
地
籍
図
に
よ
っ
て
補
正
し
て
、
精
度
を
高

め
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
用
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
し
た
。

GPS 活用状況  現地踏査で境界標を発見
八坂・代の原公造

地図作成勉強会の様子と作成した地図

航空写真を下図に作成した地図
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本格実施の様子

《
取
組
の
結
果
》

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
総
合
的
な
評
価
は
高

く
、
参
加
者
の
感
想
か
ら
は
、
自
然
に
対
す
る

興
味
が
増
し
た
こ
と
が
分
か
り
、「
実
際
に
森
林

に
行
き
た
い
」
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、こ
の
取
組
が
『
気
軽
に
自
然
に
親
し
む
』『
自

然
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
作
り
』
と
い
う
目

的
を
充
分
果
た
せ
る
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
音

響
や
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
設
備
面
で
は
改
善
す
べ

き
点
が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
よ

う
参
加
者
の
声
を
踏
ま
え
、
多
く
の
方
々
に
体

験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

●
試
行
（
参
加
者
：
自
営
業
、
会
社
員
、
公
務

員
の
方
々
、
男
性
４
名
、
女
性
１
名
の
計
５
名
）

ア
．
最
初
に
散
策
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、
疑
似
体

験
す
る
ル
ー
ト
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

イ
．
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
、
散
策
中
の
映
像
を
流

し
ま
す
。植
物
な
ど
の
説
明
も
行
い
ま
し
た
。

ウ
．
映
像
に
ブ
ナ
や
ク
ロ
モ
ジ
が
出
て
き
た
と

こ
ろ
で
実
物
を
手
に
し
て
も
ら
い
、
質
感

や
香
り
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
す
。
さ
ら

に
森
林
を
感
じ
る
工
夫
と
し
て
ク
ロ
モ
ジ

茶
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試行の様子

●
試
行
に
向
け
た
準
備

目線の高さの映像

エ．プロジェクターと
スクリーンを設置しま
す（目線の高さの映像
で、室内と地面が続いて
見えるように工夫）。

煮汁を加湿器で放出

ウ．「嗅覚」での再現に
は、木の煮汁も使用しま
す（ブナとクロモジの煮
汁を水で割り、加湿器で
放出）。

落ち葉を広げる

イ．床一面に落ち葉を広
げます。これは「視覚」、
手で触れる「触覚」、踏み
しめる音「聴覚」、葉の香
り「嗅覚」で森林を再現
する工夫です。

壁紙を貼り終えた様子

ア．森林内の写真を壁紙
にして、「視覚」におけ
る森林を再現します（津
軽十二湖自然休養林の
ブナ林遊歩道）。

 

森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

疑
似
体
験
型
森
林
教
室
「
白
神
バ
ー
チ
ャ
ル

体
験
」
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）

《
取
組
の
背
景
と
経
過
》

　

従
来
の
森
林
教
室
は
フ
ィ
ー
ル
ド
散
策
が
多
く
、

健
康
に
不
安
が
あ
る
方
や
身
体
に
障
が
い
を
抱
え

た
方
々
に
は
、
限
ら
れ
た
場
所
で
な
け
れ
ば
参
加

が
難
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い

世
代
の
参
加
者
が
非
常
に
少
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
無
理
な
く
森
林
の
魅
力
や
癒
し
を
体

験
で
き
る
機
会
と
し
て
、
ま
た
、
若
い
世
代
に
は

自
然
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
作
り
を
ね
ら
い

に
、
室
内
に
森
林
空
間
を
再
現
し
、
五
感
を
フ
ル

に
使
う
『
疑
似
体
験
型
森
林
教
室
』
を
考
案
し
ま

し
た
。
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
白
神
山
地
を
舞
台

と
し
、豊
か
な
森
林
生
態
系
の
雰
囲
気
を
バ
ー
チ
ャ

ル
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

需
要
を
探
る
た
め
、
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会

で
企
画
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
「
と
て
も
興
味
深
い

取
組
で
施
設
利
用
者
の
需
要
は
高
い
」
と
の
こ
と

で
、
以
後
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
に
あ
た
り
、
企
画

に
賛
同
し
た
東
北
森
林
管

理
局
管
内
の
若
手
職
員
15

名
（
や
ま
ぼ
ん
ず
）
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
進
め
、

試
行
を
重
ね
る
中
で
幅
広

い
需
要
も
把
握
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

東
北
森
林
管
理
局

三
陸
北
部
森
林
管
理
署
久
慈
支
署

久
保
　
翔
太
郎

 

（
元　

津
軽
白
神
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
）

津
軽
森
林
管
理
署

中
村
　
拓
哉

米
代
西
部
森
林
管
理
署

福
田
　
雄
貴

●
本
格
実
施

　

２
回
の
試
行
を
経
て
、
本
格
的
に
屋
外
イ
ベ

ン
ト
に
出
展
し
、
疑
似
体
験
と
木
工
教
室
を
１

時
間
に
２
回
ず
つ
行
い
、
計
８
回
で
30
名
程
度

の
方
々
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
評
価
は
高
く
、「
自
然
の
香
り
を

実
際
に
か
い
で
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
か
ら
、

森
林
へ
の
興
味
を
高
め
、
森
林
の
魅
力
を
伝
え

る
事
が
で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

試
行
２
回
目
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

の
皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
端
材
を
使
っ

た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
葉
の
し
お
り
作
り
を
取
り

入
れ
た
と
こ
ろ
、
高
齢
の
方
で
も
簡
単
に
で
き

そ
う
だ
と
好
評
で
し
た
。
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　本発表会では、外部の審査委
員の皆様から貴重なご意見とア
ドバイスをいただきました。こ
れらを踏まえながら、国有林野
事業では今後も積極的な試験研
究に取り組むとともに、その成
果を広く普及して参ります。来
年度も多くの方のご来場をお待
ちしております。

《
取
組
の
結
果
》

　

検
討
の
結
果
、
主
に
次
に
示
す
よ
う
な
内
容

の
計
画
案
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①	

営
巣
木
と
同
標
高
付
近
の
人
工
林
で
は
、
ス

ギ
等
の
植
栽
木
が
営
巣
に
適
し
た
大
木
に
成

長
す
る
よ
う
積
極
的
に
間
伐
等
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
の
天
然
林
を
適
切
に
保
全

し
営
巣
が
可
能
な
場
所
の
拡
大
を
図
る
。

②	

営
巣
木
周
辺
や
渓
流
周
辺
の
人
工
林
で
は
積
極

的
に
間
伐
等
を
実
施
し
、
営
巣
が
可
能
と
な
る

場
所
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
幼
鳥
が
狩
り

を
行
い
や
す
い
森
林
環
境
を
創
出
す
る
。

③	

主
伐
・
再
造
林
に
よ
る
人
工
林
資
源
の
循
環

利
用
を
進
め
、幼
鳥
等
の
狩
り
場
を
創
出
す
る
。

④	

狩
り
場
と
な
っ
て
い
る
林
道
（
林
縁
部
）
を
適

切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
工
芸
品
製

造
等
に
必
要
な
広
葉
樹
天
然
木
の
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
林
道
沿
い
の
ナ
ラ
等
の
天
然
木
を

単
木
的
に
伐
採
し
供
給
す
る
。
な
ど
。

　

今
後
と
も
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に

つ
い
て
は
、
他
地
域
へ
の
普
及
を
念
頭
に
置
き
、

積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

《
取
組
の
背
景
と
経
過
》

　

林
野
庁
、
地
域
住
民
、
自
然
保
護
団
体
の
協
働

に
よ
る
『
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、
群
馬
県
み

な
か
み
町
の
約
１
万
ha
の
国
有
林
を
舞
台
に
、
生

物
多
様
性
の
復
元
と
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
森
林
資
源
の

循
環
利
用
を
両
立
さ
せ
る
手
法
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
森
林
生
態
系
の
ア
ン
ブ
レ
ラ
種
で
あ
る
ク

マ
タ
カ
を
指
標
と
し
た
森
林
管
理
の
方
向
性
等
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人
日
本
自
然
保
護
協
会

出
島
　
誠
一

 
森
林
保
全
部
門

ク
マ
タ
カ
を
指
標
と
し
た

国
有
林
野
の
管
理
手
法
の
考
察

～
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の

　
保
全
と
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
両
立
に
向
け
て
～

茂倉沢の様子

みなかみ町で製造された工芸品（カスタネット）

茂倉沢周辺の森林施業のイメージ

落葉した高齢の天然林は絶好の狩り場

関
東
森
林
管
理
局

静
岡
森
林
管
理
署

都
築
　
高
志

（
元　

計
画
課
）

　

ク
マ
タ
カ
は
森
林
性
の
猛
禽
類
で
あ
り
、
成

熟
し
た
大
径
木
に
営
巣
し
、
狩
り
に
は
充
分
な

空
間
を
必
要
と
す
る
な
ど
の
生
態
に
注
目
し
た

う
え
で
、
生
物
多
様
性
の
復
元
に
向
け
て
潜
在

自
然
植
生
へ
の
移
行
を
目
指
す
取
組
や
、
持
続

的
な
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
は
、
工
芸
品
製

造
の
復
活
に
よ
る
広
葉
樹
材
の
需
要
が
あ
る
こ

と
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
今
回
の
検
討
箇
所
で

あ
る
茂
倉
沢
に
お
け
る
森
林
管
理
や
森
林
施
業

に
係
る
計
画
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

検
討
の
際
に
は
、

　

①
営
巣
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と

　

②
幼
鳥
の
狩
り
場
を
確
保
す
る
こ
と

　

③
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
す
る
こ
と

の
３
つ
の
観
点
を
重
視
し
ま
し
た
。

クマタカ（成鳥）の飛翔
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